
多賀城ホットトピックス

毎年、開催される大人気イベント「たがじょう春の生
き物調査隊」が、5 月 10 日、多賀城みずむすび公園で
開催され、親子 15 組が参加しました。

特定非営利活動法人宮城県森林インストラクター協会
所属のインストラクター（自然遊びの達人）を専属ガイ
ドに、グループに分かれて貞山運河でゴミ拾い＆釣りの
ほか、自生する植物や昆虫を観察したり、ネイチャーク
ラフトで遊び心満載のおもちゃ作りなどを楽しみました。

公園内で捕まえた蛇と触れ合える場面もあり、子ども
達は豊かな自然を学び、遊び尽くしていたようでした。

令和８年度 Taga 懇「多賀城未来の懇談会」は５月
16 日に大代地区公民館で行われました。

今回のお題は「スポーツウェルネス施設」と「宮城オ
ルレ多賀城コース」。「施設を誰もが気軽に使えて、交流
が生まれたらいいな」「オルレ参加者と分かる目印があ
ればもっと気軽に声を掛けたい」といった思いを、市長
と参加者が一緒に熱く話し合いました。

６月５日㊎にはオープンしたばかりの市役所エントラ
ンス棟ミニツアー付きの「Taga 懇」を予定しています。

その他の日程での開催も続々ありますので、右記 QR
コードからチェックして、ぜひ参加してください。

志引地区の住民を中心に活動している「志引ホットカフェ」は、
年に数回開催され、歌いながら手指体操を行うレクリエーション
や食事などの活動をしています。

毎回 40 人ほどの住民が参加し、お菓子や持ち寄りのおいしい漬
物をおともに、あちらこちらでおしゃべりの花が咲いています。

また、サンドイッチや食生活改善推進員さんが作ったスープな
どの軽食も楽しみになっています。

参加者の皆さんが楽しんでいると「また次もやろう！」と役員
さんたちも元気になるそうです。
「志引ホットカフェ」は地域のゆるやかなつながりを感じられる、

温かい集いの場です。

話してみたい　まちのあれこれ

GWの最後は　おもちゃをゲットだぜ！

春の自然とたくさん遊び隊！

５月６日、文化センター、市立図書館、市民活動サポート
センター、多賀城史遊館の４館合同企画イベントが開催され
ました。まずは、文化センターの「かえっこバザール2026」で、
譲りたいおもちゃをポイントに交換。市立図書館での「Book　
Swap TAGAJO（本の無料交換会）」、市民活動サポートセ
ンターでの「たがさぽきっず広場」や多賀城史遊館での親子
で楽しめるワークショップに参加して、さらにポイントを獲
得。たくさんポイントを集めると、好きなおもちゃと交換で
きるほか、最後はおもちゃのオークションでスペシャルなお
もちゃもゲットできる（かもしれない）とあって、目をキラ
キラさせている子どもたちでにぎわっていました。

つなぐ、つなげる、地域の輪 みんなで食べるとなお美味しい！～志引ホットカフェ～
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４月23日、「すくっぴー親子DEクッキング～わかめの
不思議パペット博士に聞いてみよう」が開催されました。

地元企業の理研食品株式会社（宮内）の協力のもと、今年
10周年を迎えたすくっぴーひろばで開館以来続く大人気
イベントです。

この日は、パペット博士からのクイズ出題のほか、漁師
さんに扮した社員さんが持ってきてくれた採れたままの形
の大きなわかめにタッチすることもできました。　

その後は、わかめおにぎりなどを親子で作り、実食。わか
めについて楽しく、おいしく学べるイベントは、今回も大
好評でした。

本市とイオン株式会社は包括連携協定を結び、４月28
日にその締結式がありました。

本市にとっては、20例目の包括連携協定となります。
これまでも、災害時の支援や「多賀城市赤ちゃんほっと

ステーション」における子育て支援など、数多くの分野で
ご協力をいただいてきました。今後は、ヘルス＆ウェルネ
スの推進や、多賀城産品の販路拡大などの分野において
も、より一層連携を強化します。

今後とも、地域活性化をともに目指すパートナーとし
て、さまざまな取り組みを実施していきます。

復活の子供神輿だ！わっしょい！　

春の海辺を目指して、いざウオーキング！

おいしいわかめはどこから？多賀城から

地域活性化のためのさらなるタッグ　

４月18日、「Vitality walk challenge ～春の たが はま ぐ
るり～」が開催されました。

毎年恒例になっている住友生命保険相互会社との連携イベン
トで、今回は、塩釜市に加え、七ケ浜町とタッグを組みました。

多賀城駅前公園から、大代地区の「多賀城みずむすび公園」
でご当地・防災クイズに挑戦し、七ケ浜町菖蒲田浜ではビー
チクリーンを行いながら、ゴールの「ながすか多目的広場」ま
での約８㌔㍍を歩きました。

爽やかな汗をかきつつ、開催ルート最長となるコースを踏
破した参加者の皆さんの笑顔が輝くイベントになりました。

４月 19 日、新田第三支部子供会による子供神輿渡
御がありました。

令和２年の春を最後に、コロナ禍で活動を自粛せざ
るをえず、少し元気のなくなった子供会活動を活性化
したいとの思いから６年ぶりの復活となりました。

今回の神輿渡御では、子供会 OB の中学生兄弟でも
ある加藤遥音さんと湊音さんが出発式と閉会式で司
会を務めた他、運営にも大きく関わってくれたそうです。

お揃いの法被を着て、太鼓を打ち鳴らしながら元気
な掛け声で練り歩く子供たちに、沿道から大きな声援
が上がっていました。

かとう　はると みなと
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皆さんの身近な話題を多賀城NOWに寄せてください。
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